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指定管理者評価シート

事業名 所管課（電話番号）

１　施設の概要

名称 所在地

開設時期 延床面積

目的

事業概要

主要施設

２　指定管理者

名称

指定期間

募集方法

指定単位

業務の範囲

３　評価単位

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

老人福祉センター運営管理費
保健福祉局高齢保健福祉部
高齢福祉課（211-2976）

札幌市西老人福祉センター 札幌市西区二十四軒４条３丁目

昭和58年１月 1,703㎡

高齢者に対する福祉の増進を図る

高齢者に対して各種の相談に応じるとともに、健康の増進、教養の向上及びレクリエーションのための場を提
供することで、福祉の増進に供すること。

大広間、機能回復訓練室、娯楽室、図書室、浴室

社会福祉法人札幌市社会福祉協議会

令和５年４月１日～令和10年３月31日

非公募

　非公募の場合、その理由：当センターで実施しているデイサービス事業において、利用者に対し適切なサー
ビスを提供していくためには、利用者と施設職員が継続的な信頼関係を構築し、利用者が安心して利用でき
る環境を整えるとともに、個人の生活・身体状況を適確に把握する必要がある。
　このため、指定管理期間の満了により指定管理者が変更されると、施設の設置目的の達成に支障をきた
し、利用者に不利益を与える恐れがあり、管理が良好に行われている法人であることから、非公募としたも
の。

施設数：１

施設管理業務、生活相談等業務、健康増進業務、教養講座業務、レクリエーション業務、デイサービス業務

施設数：１

（１）統括管理業務
▽　管理運営に係る基本方針の策定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

令和７年度事業計画において、当センターの管理運営に係る基
本方針を下記のとおり策定した。
１　職員の専門性を活かした包括的な支援・サービスを受けること
が出来るよう支援する。
２　老人福祉センターを拠点としたボランティア活動の充実と高齢
者の社会参加の機会を提供する。
３　利用対象者のみならず、地域の方々との交流の場を提供す
る。
４　各区社会福祉協議会等関連機関との連携強化を図る。
５　老人福祉センター周辺地域における取組みを支援する。
６　講座、サークル活動の取組みを支援する。
７　経費の見直しにより適正な予算執行を図る。

▼当センターの基
本方針及び札幌
市の高齢者施策、
方針に基づき適正
な管理運営を行う
ことができた。

▼仕様書に沿っ
て適切な管理運
営を行っている。

▼節電・節水、ゴ
ミの減量や環境
に配慮した消耗
品の使用を徹底
するなど、環境
保全に関する職
員の意識向上を
図っている。

複数施設を一括指定の場合、その理由：

複数施設を一括評価の場合、その理由：

Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和7年度管理業務等の検証
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▼利用者からの
要望は内容を精
査し、即時対応
が可能な案件は
速やかに対応す
るなど、サービス
向上に努めてい
る。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▼「全ての利用者に対して、信条や性別、年齢、あるいは社会的
身分等によって、合理的な理由がなく利用の制限や利用料金の
減免や不当な差別的取扱いをすることなく公平中立な対応をす
る」という方針を策定し、平等利用に係る心構え及び重点取組事
項を事務室内に掲示するとともに、研修やミーティング等により情
報を共有し、関係法令の遵守の徹底や利用者の視点に立った
サービスの提供を行った。

▼信頼に応えられ
るよう偏らない公
平なサービスの提
供ができた。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼電気、ガス、水道の使用については、利用者の協力を得なが
ら、節約に努めている。
▼物品については、グリーン購入ガイドライン適合品を購入してい
る。
▼廃食油回収ボックスを設置し、リサイクル業者に回収を依頼し
ている。
▼当法人の「環境保全計画に関する要綱」に基づき、職員一人ひ
とりが環境への負荷を軽減するための取組みを実施した。
▼平成21年度より、「さっぽろエコメンバー」に登録しておりエコ活
動の推進に努めている。
▼職員に対し、５月に環境マネジメント研修を実施した。

▼環境保全に関
する職員の意識向
上を図り、節電・節
水、ゴミの減量や
環境に配慮した消
耗品の使用を徹底
することができた。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確保・
配置、人材育成

▼指揮命令系統
や事務分掌を明確
にし、円滑に管理
運営を行うことが
できた。

▼事務分掌、緊急連絡網、組織図等を定めた。
▼当初の研修計画に基づき職員研修を実施した。また、希望によ
り予定外の外部研修への参加を行った。
▼毎月の職員会議では、毎回テーマに沿った内部研修を行い、
資料や議事録により全職員で確認した。
▼新任職員研修やオリエンテーション等、人材育成に努めた。

▼必要な情報を共
有することで管理
水準の維持向上を
図ることができた。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組 ▼必要な情報を共
有することで管理
水準の維持向上を
図ることができた。

▼毎月のミーティングにおいて、業務の確認、情報を共有した。
▼当法人の管理する市有施設の担当者が定期的に会議等を行
うことで情報を共有した。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者へ
の適切監督、履行確認）

▼各業務において
仕様書どおりの業
務がなされ、施設
の適正な管理が
できた。

▼施設保全業務、清掃業務、警備業務、電気工作物保安管理業
務、除排雪業務、施設管理業務等の専門性を要する業務につい
ては第三者へ委託し、仕様書に基づき指示指導を行った結果、
適正な業務遂行が実現した。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

）
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開催回 協議・報告内容
▼センターの管理
運営水準の維持
向上を図るため、
運営協議会を開催
し、各分野から選
出している委員の
方々と意見交換を
行った。また、これ
ら様々な意見をも
とに今後の施設運
営の参考とした。

第１回

１.令和６年度事業報告について
２.令和６年度アンケート結果について
３.令和７年度事業計画について
４.その他（意見交換）

第２回
(書面開催)

１.令和７年度事業報告について
２.苦情・要望等について
３.令和８年度事業計画について
４.その他

＜協議会メンバー＞

・二十四軒福祉のまち推進センター事務局長
・二十四軒東第２町内会長
・西区第一地域包括支援センター長
・センター教養講座講師（背骨コンディショニング）
・センター利用者２名
・札幌市保健福祉局高齢福祉課２名
・西老人福祉センター館長

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼「社会福祉法人新会計基準」を基に経理処理を行うとともに、
当法人の「経理規定」により適正に処理している。また、法人の
監事監査や公認会計士による外部監査を定期的に行い、資金管
理等の点検、確認を実施した。
▼現金等の取扱いについては、「経理規定」に基づく当法人の
「経理事務の手引き」により適正に行うとともに、外部監査や内部
監査の定期的な実施、毎日の現金実査及び月末残高照会も徹
底した。

▼現金、通帳、帳
簿等の照会を定期
的に実施すること
で適正にすること
が管理できた。

▽　要望・苦情対応

▼「苦情解決処理規定」に基づき、苦情を適切に受付・対応し、そ
の内容については職員間で共有した。
▼ご意見箱の設置や職員館内見守り等によって、要望・苦情を
聴取し、反映できる内容は速やかに対応できるよう体制を整えて
いる。
▼苦情を解決していく過程において、客観的な視点を入れる事を
目的として、外部の有識者３名による第三者委員会を当法人にお
いて設置している。

▼即時対応が可
能な案件について
は、速やかに対応
することができた。

▽　記録、モニタリング、報告、評価（記録、セルフモニタリングの実
施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）

▼アンケート結果や意見・要望等についての回答を館内に掲示し
た。
▼意見・要望等は記録として残し、職員会議の中で整理、分析、
解決に努めた。
▼各種報告の検査等については、遅滞なく提出した。
▼札幌市の検査等については迅速に対応した。
▼自己評価については、複数で確認作成した。

▼意見、要望等の
内容を精査し、即
時対応が可能な
案件は速やかに
対応することで、
サービス向上に努
めることができた。

（２）労働関係法令
遵守、雇用環境維
持向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無などの安全
衛生面を含む)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼関係法令を遵
守し、職員の雇
用環境について
適切な整備に努
め、就業しやす
い環境を整えて
いる。

▼就業規則等については、各種関係法令に基づき規定されてお
り、それらを遵守した。
▼施設で働く職員に、時間外労働又は休日労働させる場合は、
書面による労使規定（36協定）により必要な取り決めを行い、労
働基準監督署に届出をした。
▼全ての職員を労災保険に、条件を満たす職員については雇用

▼関係法令の遵
守に努めるととも
に、職員の勤務希
望を取り入れるな
ど、就業しやすい
環境を整えること
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職員を労災保険 、条件を満 す職員 雇用
保険に加入させた。
▼１年に１回定期健康診断を実施し、再検査が必要な職員につ
いては再受診させた。
▼札幌市からワークライフバランス企業と認証され、その実現に
積極的に取り組んでいる。
▼年間10日以上の年次有給休暇を付与されている職員へは５日
間以上の取得を促し、対象職員全員が取得できた。
▼通所介護事業所における職員の人材育成や就労環境等の改
善につながる取組が評価され、「北海道働きやすい介護の職場
認証制度」に認証された。

環境を
ができた。

（3）施設・設備等の
維持管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配慮、
連絡体制確保、保険加入）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼館内外の点検
を日常的に行うこ
とで、利用者の
安全確保に努め
ている。

▼町内会も交え
た防災訓練を実
施することで、施
設の役割を地域
に周知し、職員
の意識も高める
ことができてい
る。

▼利用者の安全確保については、自然災害、防災、犯罪、事故
等緊急事態に備え、利用者の避難・救出等の必要な訓練を定期
的に実施した。
▼毎日定時に館内外の状況を確認し、安全確保に努めた。
▼冬期間における駐車場や正面玄関の他、施設周辺の歩道の
除雪や砂まきを実施した。
▼損害賠償保険は管理業務仕様書に適合した保険に加入した。
▼各種感染症対策として、手指消毒液の設置や館内消毒は継
続し、利用者が安心して利用できるよう努めた。

▼館内外の施設
点検を毎日行うこ
とや、利用者の安
全を考慮した運営
をすることができ
た。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品管
理、駐車場管理、緑地管理等）

▼清掃、警備、保守点検については、札幌市の要求水準に沿っ
た仕様書に基づき委託した。
▼修繕については、保守点検業者と連携し、施設利用に支障を
きたさないよう努めた。
▼備品管理については、日常的な見回りによって不具合等を発
見し修繕等行った。
▼駐車場及び緑地管理については、職員が定期的に巡回した。
また、ボランティアの方々の協力を得て適宜清掃を行った。

▼仕様書に基づい
た業務を履行さ
せ、適切に管理、
監督を行った。

▽　防災

▼防災計画、防災マニュアルを策定した。
▼センター内に避難経路図を掲示し、利用者への注意喚起を
行った。
▼７月と12月に防災訓練を実施し、火災以外の自然災害（洪水、
台風、地震等）についても防災マニュアルに基づき各自の動きや
役割を確認した。また、町内会の方々に参加いただき、当セン
ターが指定避難所になっている事や非常食を備えていることを周
知できた。

▼適切に実施する
ことで職員の意識
を高めることがで
き、地域の方への
センターの役割を
周知することがで
きた。

（4）事業の計画・実
施業務

▽　高齢者に対する生活相談等に関する業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼専門家等相談事業開催回数：14回
　延べ人数：104人
　（うち参加者が15人以上であった回数：５回）
　（令和７年度要求水準：年４回以上開催、各回参加者15人以
上）
・「はじめてのスマホ講座」参加者19人
・栄養講話「チョコレートの世界」参加者24人
・ヤクルト健康セミナー「腸活と健康」参加者21人
・健康講話「冬を元気に過ごすための感染対策」参加者15人
・終活セミナー「遺言書の書き方」参加者15人
・「行政書士による個別相談会」を毎月開催し参加者10人

▼要求水準を達成
することができた。
▼専門家等相談
事業として実施し
た栄養講話「チョコ
レートの世界」・健
康講話「冬を元気
に過ごすための感
染対策」、ヤクルト
健康セミナー「腸
活と健康」は、健
康意識の高い利

▼実施回数及び
参加人数ともに、
要求水準を上回
る内容となってい
る。

▼前年度の浴室
業務は４か月間
の入浴中止期間
があったが、広
報活動により、
利用者数が
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康 識 高 利
用者が参加し、好
評を得た。

利用者数
1,000人程度増
加しているため
評価できる。

▼健康増進に繋
がるレクリエー
ションや行事を実
施することで、高
い満足度を得て
いる。

▽　健康増進・機能訓練に関する業務

▼講演・運動等事業開催回数：110回
　延べ人数：2,581人
　（うち参加者が20人以上であった回数：80回）
（令和７年度要求水準：年30回以上開催・各回参加者20人以上）
・「ふまねっと」　24回開催・延べ参加者数：442人
・「からだほぐし体操」　24回開催・延べ参加者数511人
・「フラダンス」　23回開催・延べ参加者数637人
・「背骨コンディショニング」　24回開催・延べ参加者数600人
・「カーリンコン」　15回開催・延べ参加者数391人

▼要求水準を達成
することができた。
▼前年度から引き
続き、「ふまねっ
と」、「からだほぐし
体操」、「背骨コン
ディショニング講
座」、「フラダンス」
等の運動系事業を
実施するとともに、
令和７年度より新
たにカーリンコンを
実施した。
▼いずれの事業も
定員以上の申し込
みがあり、多くの
利用者が参加し好
評を得た。

▽　浴室業務

▼利用者数：2,588人（前年度1,591人）
※令和６年度はボイラー・煙突改修工事のため４か月間入浴中
止

▼前年度から実施
している浴室利用
の人数制限を撤廃
したことやセンター
だより等を利用し
たPR活動により、
利用者数は前年
度を大きく上回る
ことが出来た。

▽　教養講座の開講に関する業務

▼月２回以上開催する健康増進に関する講座：５講座
［定員制］
・イスヨガ      　参加者：2,373人
・季節のヨガ　　参加者：567人
・中医養生ヨガ 参加者：597人
「自由参加」
・舞踊          参加者：455人
・社交ダンス  参加者：1,087人
月２回以上開催する教養向上に関する講座：６講座
［定員制］
・書道           参加者：368人
・絵手紙        参加者：218人
・生け花        参加者：224人
・筆もじ         参加者：317人
・ペン字        参加者：271人
・皮革工芸    参加者：389人
（令和７年度要求水準：健康増進４種類以上、教養向上４種類以
上、合計10種類以上）
▼うち定員の70％以上の申込みがあった講座：定員制講座８講
座中、すべての講座で70％以上の申し込みがあった

▼要求水準以上
の講座を開催し、
達成することがで
きた。
▼講座の募集に
際しては、セン
ターだよりや館内
掲示の他、近隣町
内会に依頼し回覧
板に教養講座募
集の案内を入れ多
くの方に申込を頂
いた。

▽　レクリエーション・各種行事の開催等に関する業務

▼レクリエーションに関する業務
・囲碁、将棋、卓球等を行う場を提供して、利用者相互の交流の
場として提供した。参加者：15,858人

▼利用者の健康
増進、生きがいづ
くり、及び豊かな
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場 提供 。参 者 ,
▼行事に関する業務
・「避難訓練」参加者：100人
　火災及び自然災害時を想定した訓練を（7月、12月）に実施し
た。
・「健康フェスタ」参加者：68人
　二十四軒東連合町内会主催による各種測定会及び相談会
・「講座作品展示会」参加者：259人
　教養向上系講座受講生による終了作品展示会
・定員を設けて実施した行事はなかった。

り、及
生活の実現を支援
するため、各種活
動の場を提供する
とともに、健康増
進や教養向上を目
的とした行事を実
施することにより、
高い満足度を得る
ことができた。
▼卓球開放の日
数を増やしたこと
により、健康増進
を目的とする利用
者の好評を得るこ
とができた。
▼健康フェスタに
ついては、西区保
健福祉部、西区社
会福祉協議会等、
関連機関の協力を
得ながら開催し、
地域の方や当セン
ターの利用者等、
多くの方が参加し
た。

▽　高齢者の活動支援及び地域開放に関する業務

▼各種サークルへの施設開放
書道、木彫、絵手紙などの座学系のサークルや体操、舞踊、ふ
まねっとなどの運動系のサークルに部屋を開放し、活動支援を
行った。
利用者数：8,716人

▼自主運営活動
及び地域活動に
積極的に施設開
放を行い、施設の
有効活用に貢献
することができた。

▽　デイサービスに関する業務

▼利用者数：目標　17.1人／日、実績　13.5人／日
▼送迎、健康チェック、食事、入浴、排泄、心身機能の回復・維
持、個別機能訓練、介護予防サービス、相談助言や関係機関等
との必要な連絡を随時実施した。
▼送迎時の歩行状態、バイタルチェック、入浴時に皮膚観察を行
い、状況に変化がある場合は、家族や関係機関等に必要な情報
を提供した。
▼季節に応じた各種レクリエーションを実施した。
▼感染症対策のため、職員及び利用者の手指消毒や利用者到
着前、昼食前、昼食後、レク終了後のテーブル等の物品の消毒
を徹底した。
▼桜見学や藤棚見学などの外出レクを実施した。

▽　その他施設の設置目的を達成するために必要な業務

▼社会貢献としての実習生の受入れを行った。
・看護学部実習
　　北海道医療センター　３人
　　北海道大学看護学部　21人
　　札幌市立大学看護学部　15人
・介護等体験実習
　　北海道教育大学　７人
　　北海学園大学　　 ２人　　
　　藤女子大学　　    １人
▼ボランティア活動の支援
・センター外周の清掃や庭木の手入れをお願いした。
・デイサービスでは感染対策を徹底し、ボランティア活動（会話、

▼将来の看護・介
護等を担う人材育
成に寄与するた
め、積極的に実習
生の受け入れを
行った。
▼ボランティア活
動は可能な場所
で活動いただける
よう支援した。

▼新規利用者数
は前年度を大きく
上回ることが出来
たが、夏季の猛暑
による利用控えや
入院や施設入居
になった利用者も
多く、目標には届
かなかった。
▼桜の車窓見学
や藤棚見学等を行
い、利用者が楽し
む機会を提供し
た。
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染 策を徹 、 ラ ィ 活動（会話、
整髪、配茶、レクへの参加等）を継続して受け入れ支援した。　

（5）施設利用に関
する業務

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼利用者数につい
ては新規事業の
実施や利用制限
の撤廃により、前
年度を大きく上回
ることができた。ま
た、浴室利用につ
いては前年度を大
きく上回り、ほぼ
計画通りの利用者
数となった。
引き続き、多くの
方に利用してもら
えるよう、魅力ある
施設づくりを行って
いきたい。

▼施設全体及び
入浴の利用者数
は計画を下回っ
たものの、前年
度実績を上回っ
ており、利用者
数の増加に努め
ている。

32,090 40,000 35,914

1,591 2,600 2,588

▽　不承認 0件、取消し 0件、減免 0件、還付 0件

▽　利用促進の取組

▼情報誌の発行やホームページへの掲載、電話での問い合わ
せ、口コミ等でPRした。また、各種会議等でセンターの取組や実
施状況を発信した。
▼地域の集まり等に出席させていただき、センターについて説明
をさせていただいた。

（6）付随業務 ▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼センター便りを毎月発行し、講座・サークルの予定についてPR
した。
▼講座の募集については、区社協、地域包括支援センター、介
護予防センター、近隣町内会に配布した。
▼行事や専門家相談事業についても、近隣町内会に回覧させて
いただいた。
▼ウェブアクセシビリティ取組確認・評価表を公表した。

▼関係団体との連
携による教養講座
受講生の募集や、
町内会との連携に
より行事の周知を
行う等、積極的に
取り組んだ。

▼仕様書に沿っ
て適切に行われ
ている。

▼関係団体や町
内会との連携に
より、利用促進
に努めている。

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼飲料の自動販売機を設置し、各種飲料を販売した。
　自動販売機手数料収入　170,048円

▼各種飲料を販売
し、利用者への利
便提供を行った。

▼仕様書に沿っ
た運営を行って
いる。

▼市内企業の活
用や福祉施策に
寄与する取組を
実施している。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼施設の修繕や物品購入は市内企業に発注依頼した。
▼入浴受付は、札幌市シルバー人材センターに依頼した。
▼手作業除雪作業は、障がい者就労支援団体に依頼した。
▼廃食油回収については、札幌市内のリサイクル業者に依頼した。

▼市内企業等を十
分に活用するとと
もに福祉施策への
配慮を行った。

▽　利用者アンケートの結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方法 ▼調査機関：令和８年１月19日～２月２日（15日間）
▼調査対象：西老人福祉センター利用者、西デイサービスセンター
利用者及び家族
▼回収数
・老人福祉センター294枚（目標280枚）
・デイサービスセンター利用者49枚
・デイサービスセンター家族19枚

▼要求水準はす
べての項目におい
て達成することが
できた。
▼さらに高い利用
者満足度を得るた
め、事業内容の充
実と利用者対応の
向上を引き続き職
員一同取り組んで
いきたい。

▼全ての項目に
おいて要求水準
を上回る満足度
となっており、利
用者のニーズに
応じた事業が実
施できている。

▼特に教養講座
やレクリエーショ
ン、各種行事及
び家族からの通

結果概要 【各項目の満足度】
・総合的な満足度
　目標：75％、結果：80.14％

R6年度実績 R7年度計画 R7年度実績

全体 人数（人）

入浴 人数（人）

▼開館日数343日　１日平均利用者数104.7人（前年度93.3人）
▼入浴開放日数152日　１日平均利用者数　17.0人（前年度15.8人）

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

２　自主事業その他

３　利用者の満足度
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目標 、結果
・職員の処遇に関する満足度
　目標：80％、結果80.69％
・専門家相談事業に関する満足度
　目標：80％、結果83.87％
・講演、運動等事業に関する満足度
　目標：80％、結果81.60％
・教養講座に関する満足度
　目標：80％、結果92.80％
・レクリエーション、各種行事に関する満足度
　目標：80％、結果95.95％
・通所介護等に関する満足度
　目標：80％、結果81.63％
・通所介護等接遇に関する満足度
　目標：80％、結果83.67％
・通所介護等に関する満足度（家族）
　結果100.00％

家族 通
所介護等に関す
る満足度は90％
を超える高水準
となっており、評
価できる。

利用者からの
意見・要望とそ
の対応

【要望】工芸室・和室・談話室に冷房を入れてほしい。
【回答】各部屋の稼働率も高く、近年夏場の高温を考慮すると冷房
設置の必要性は十分に承知しているところです。引き続き予算等の
調整を行い、設置が出来ないか検討してまいりますので、ご理解ご
了承のほどお願いします。

【要望】講座の定員数を増やしてほしい。
【回答】各講座を実施する部屋の広さや安全の確保といった観点か
ら定員数を定めておりますが、定員を増やしても実施することが可能
な講座については適宜対応をしてまいります。

▽　収支 （千円） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項目 R7年度計画 R7年度決算 差（決算-計画） ▼業務収入は計
画より減少したも
のの、業務支出
も計画より抑制
できており、収支
のバランスがと
れている。

▼引き続き、支
出の抑制に努め
るとともに、利用
者の満足度向上
に関する取り組
みを積極的に行
い、収支のバラ
ンスを図るよう努
めていただきた
い。

収入 82,768 76,086 ▲ 6,682 ▼利用料金収入
は大幅に減収と
なったが、収支の
バランスをとるよう
努めた。

指定管理業務収入 82,348 75,916 ▲ 6,432

指定管理費 42,414 43,425 1,011

利用料金 39,607 31,597 ▲ 8,010

その他 327 894 567

自主事業収入 420 170 ▲ 250

支出 81,538 74,986 ▲ 6,552

指定管理業務支出 81,130 74,945 ▲ 6,185

自主事業支出 408 41 ▲ 367

収入-支出 1,230 1,100 ▲ 130

利益還元 0 0 0

法人税等 1,230 1,100 ▲ 130

純利益 0 0 0

▽　説明

・指定管理業務収入は、「賃金スライド制度」と「光熱費高騰」に伴う協定を改定したた
め、計画より1,011千円の増となった。
・利用料収入は、デイサービス利用者の入院・入所・逝去などの「利用廃止」が多く、計
画より8,010千円の減となった。
・指定管理業務支出は、物品購入の節制、水道光熱費の削減などにより、計画より
6,185千円の減となった。　
・自主事業収入及び支出は、喫茶事業の開始を延期したことから、計画を下回った。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４　収支状況
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＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

▽　安定経営能力の維持 適 不適

▼当事業の運営管理は、指定管理費及び通所介護事業の介護保険収入で行われ
ており、支出の抑制を図りながら、収支のバランスをとり、安定した経営を行ってい
る。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び暴力団の排
除の推進に関する条例への対応

適 不適

▼個人情報については、当法人の「個人情報保護方針」及び「個人情報の保護に関
する規定」に基づいて適正に対応している。
▼情報公表については、当法人の「情報公開規定」に基づき透明性の確保に努めて
いる。なお、請求は０件であった。
▼暴力団の排除については、札幌市暴力団の排除の推進に関する条例に基づき、
施設を暴力団に利用させないことや、協定に関する契約については暴力団員や暴力
団関係者を相手としないよう努めている。なお、暴力団関係と思われる相手方の利用
や契約の実績はなかった。

▼昨年度からの利用制限等の撤廃により、センター利用者数は
35,914人（前年比3,824人増）、浴室利用者数は2,588人（前年比997
人増）の利用者となった。
▼専門家等相談事業として、㈱明治による栄養に関する講座やイム
ス札幌消化器中央病院医師による講座などを実施。講演運動等事
業として、背骨コンディショニング・カーリンコン・フラダンス・からだほ
ぐし体操・ふまねっとを実施し、多くの方にご参加をいただいた。
▼その他施設の目的を達成するための必要な業務として、介護等体
験や看護実習生の積極的な受け入れを行った。

▼前年度好評であった講演運動等事業を全て1年間の講座と
して実施することにより、継続的に運動することが出来る環境
を提供し高齢者のさらなる健康増進に寄与していきたい。ま
た、新たに昨年度試行的に実施したカーリンコン講座を1年間
の講座として実施することによりセンターの利用拡大を図って
いきたい。
▼将来の福祉人材の育成に寄与するため、介護等体験、看
護実習生の積極的な受け入れを行っていく。
▼専門家等相談事業の目標以上の回数を実施し、より多くの
方が参加できる企画を検討していく。
▼浴室利用について、利用料の値上げにも関わらずほぼ計画
とおりの浴室利用があったことから、引き続き利用者に対し必
要な広報活動を行い浴室利用の促進を促していく。
▼館内、館外の見回りを重点的に行うことにより、防火防犯に
努め、経年等による修繕が必要な箇所をいち早く発見し適切
な対応を行うことにより、センター利用者が安心して利用でき
る施設としていきたい。

▼センター利用者数及び浴室利用者数が前年度から大きく増加して
おり、評価できる。

▼専門家等相談事業や講演運動等事業では健康増進を目的とした
内容を実施することで、満足度の向上に努めている。

▼介護等体験や看護実習生の積極的な受け入れを行うことで、人材
育成に貢献している。

Ⅲ　総合評価


